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1.  はじめに

　本稿の目的は、芸術文化観光専門職大学（Professional 
College of Arts and Tourism：CAT）の教育研究体系
のコアになる専門領域の理想的な構成を提示する
ことにある。その際の出発点は、本学の紀要編集委
員会が紀要 3 号用に提示した「芸術文化観光学の範
囲」である。第 2 節の図1 は、それを筆者がアレン
ジしたものである。本稿ではアート、ツーリズム、
マネジメントという3領域が重なっている部分（Ⅶ）
の教育研究内容を、マネジメント分野を専門とする
筆者の立場から構想する。具体的には、筆者は、そ
れをアート・ツーリズムが地域創生にどのように
貢献するのかの研究であることを前提に考察を進
めてゆく。
　本論文の構成は次のようになっている。第 2 節で
は、紀要編集委員会が取りまとめた 3 つの領域の重
なり具合について、どのような研究が必要とされる
のかを提示する。第 3 節においては、Ⅶの領域での
活動を展開しているわらび座のケースと瀬戸内国
際芸術祭のケースを紹介する。第 4 節ではわらび座
と瀬戸内国際芸術祭のケースを分析するために必
要とされる理論概念や分析フレームワークを同定
する。第 5 節では、第 4 節での考察を受けて、本学
の人材育成の基本理念が具体的にどのような形で
暗黙知的にカリキュラム化されているのかを明示

知化させながら考察する。最後の第 6 節において
は、本研究の結論と研究の限界、今後の研究の方向
性が示される。
　

2.  「芸術文化観光学」の領域設定

　本節では、図1 に従って、主な領域を順に考察し
てゆく。

　Ⅰのアートの領域は、美術館（広義には博物館）
や野外での芸術作品の展示と鑑賞、また劇場（屋内
や野外の劇場）での演劇を指す。Ⅱのツーリズムの
領域は、文字通り観光である。Ⅲのマネジメントに
ついて、西田（2023, p.7）は、Druckerのマネジメン
トの定義をアート・マネジメントとの関連で次のよ
うに紹介している。「ドラッカー（…）はマネジメン
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図1　芸術文化観光学の領域
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トを『組織に成果をあげさせるための道具、機能、
機関』と定義している。組織の目標を設定、組織の
資源（ヒト、モノ、カネ、情報）を活用して目標を達
成、持続的に発展させていくことである」と。
　それでは複合領域はどのようになるのであろう
か。ⅠとⅡの複合であるⅣの領域はアート・ツーリ
ズム（より広義にはクリエーティブ・ツーリズム）
である。例えば、越後妻有大地の芸術祭、奥能登国
際芸術祭、瀬戸内国際芸術祭（以下、瀬戸芸）や豊
岡演劇祭などがそうである。また、イマーシブシア
ターの応用版である「イマーシブホテル」の存在も
注目されている（Kishi, 2023）。イマーシブシアター
は、「観客が客席に座り、ステージ上の演者を鑑賞
する」ものであった演劇を、「観客が自ら行動し、演
者と同じ空間に同居しながら物語の一部として作
品に参加する」形式へと転換させた。イマーシブホ
テルは宿泊客が物語の一部となり、ホテル内を自由
に探索しながらストーリーを紐解いていくことを楽
しむ宿泊施設である。
　Ⅰのアート領域×Ⅲのマネジメント領域であるⅥ
の領域の特徴は、アートをどのような目的で、どの
ようにして観客に楽しんでもらうのか、そのために
ヒト・モノ・カネをどのように調達・運用してゆく
のかという課題にかかわっている。この領域での最
近の大きな特徴は、ソーシャリー（あるいはソーシ
ャル）エンゲージド・アートの動向である。
　Janet Pillai（2019, p.1）はそれを次のように定義し
ている。
 「ソーシャル・エンゲージド・アートとは、新し

いタイプのパブリック・アートのことで、アーテ
ィストが社会的な文脈の中で、コミュニティやグ
ループと共に、人間性の変革や社会変革をもたら
すことを意図して、持続的な創造的実践に取り組
むものである。それは、ビジュアル・アート、演
劇、メディア・アート、建築、工芸、料理など、さ
まざまなアートの実践者によって始められる。今
日のアジアにおけるソーシャリー・エンゲージ
ド・アートの実践は、コミュニティとのコラボレ
ーションによるパフォーマンスや展覧会から、公
共スペースの活性化、コミュニティ・フェスティ

バルやイベントの共創、コミュニティの文化的資
産や慣習の再活性化まで、多種多様でハイブリッ
ドな形で現れている」

と。またTan （2023, pp. 11–12） は、それを次のよう
に説明している。
 「ソーシャリー・エンゲージド・アートの流儀は、

伝統的なクリエーターシップのモデルからの脱
却と批判として、対話的で協力的なプロセスを中
心に据えている。（…）。シンガポールにおけるソ
ーシャリー・エンゲージド・アートは、コミュニ
ティ・アートと呼ばれる、より広範なコミュニテ
ィの参加とオーナーシップを伴うアート・プロジ
ェクトの総称である（…）。2008 年の国家計画報
告書（では）（…）、アーティストによる参加型ア
ート制作を通して『エンゲージド・コミュニテ
ィ』を育成することが述べられている。」

　また、西田（2023, p.8）はアート・マネジメント
の特徴を次のように説明する。
 「芸術祭では、総合ディレクターと呼ばれるアー

ティストが全体の方向性を考え、個別のアーティ
ストが作品の制作やプロジェクトマネジメントを
行うため、外部への権限移譲が他の組織に比べ
て多いことも指摘できる。つまり、芸術祭のマネ
ジメントは個々の芸術作品に関与することはそ
もそも少ない。全体の方向性を総合ディレクター
とともに作り上げて行くとともに、アーティスト
と地域住民との橋渡しを行うことがマネジメント
における重要な点となる」（下線―筆者）

と。特に、Ⅵの領域の特徴を考察する場合には、引
用の下線部分の視点は重要である。
　このような観客からの視点ではなく、アーティス
トと地域コミュニティとの関係を中心軸に据える最
近のアート・マネジメントの研究動向は、実はⅡの
ツーリズム×Ⅲのマネジメントの複合領域であるⅤ
領域でもまったく同じである。Ⅴ領域も地域の観光
資源を、どのような目的で、どのようにして観客に
楽しんでもらうのかという課題にかかわっている。
V領域のマネジメントは、一般的にはディスティネ
ーション・マネジメント（マーケティング）・オーガ
ニゼーション（DMO）が担っている場合が多い。
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　Vの領域における最近の研究動向は、コミュニティ
・ベースト・ツーリズム（Community-based tourism : 
CBT）という概念で示されている。例えば、�ananusak 
and Suriyankietkaew（2023, pp. 1–2）は、それを概ね
次のように説明している。
 「国連世界観光機関（UNWTO）は、2005 年に、
『持続可能な観光（Sustainable Tourism）』を『現在
および将来の経済、社会、環境への影響を十分に
考慮し、訪問者、産業、環境、ホストコミュニテ
ィのニーズに対応する観光』と定義した。持続可
能性に向けた観光の明確な形態は、CBTと名付
けられている。CBTは、観光を通じて持続可能な
経済成長を推進しながら、地域コミュニティの発
展と社会的エンパワーメントを促進する代替手
段として登場した。さらに、CBTは、特に中小企
業セクターにおいて、コミュニティ・ベースト・
ツーリズム・エンタープライゼス（CBTE）や社会
的企業（social enterprises）の発展を支援している。
最新の文献によれば、これらのCBTEは、コミュ
ニティの発展と社会経済的持続可能性に向けた
社会変革にとって、最も重要な原動力となり得る
ことが強調されている。」

　これらの動向を背景にして、最近では地域住民と
の密接な交流を目的とするスローツーリズムに注
目が集まっている。例えば、Airbnbは地域住民との
オーセンティックな体験を同社の主要な顧客価値
と し て い る（Guttentag, 2019, p.180）。Airbnb が
2021 年10 月に実施した消費者意識調査によると、
地域社会への貢献など「持続可能なツーリズム」が
重要と考える日本人の割合が 7割近くにのぼること
が分かった。特に、次の旅行を計画する際に重視す
るのは、「自分が費やすお金が、地域コミュニティ
に良いことかどうか」が 45.8%、「地域の人々にポ
ジティブな影響を与えるかどうか」も 53.0%にのぼ
り、消費者が地域社会への好影響を意識している
ことがわかる（日経MJ, 2021, p.11）。
　ⅤとⅥの領域での顧客価値の創造は感動体験で
ある。それはツーリズムの研究では「記憶に残る体
験（memorable experience）」と呼ばれている。また、
価値観の上昇型変容を目的とした変容型ツーリズ

ム（transformative tourism）も注目されている。また、
優れた芸術作品に触れた観客もそのような感動体
験をするはずである。例えば、美術鑑賞における感
動体験については森（2010）の研究が存在する。特
に、Chaohui, Liu, Wei, and Zhang （2020）は、地域固
有の文化資源を活用した新しいタイプのツーリズム
であるクリエイティブ・ツーリズムにおける「記憶
に残る感動体験」を、またSchubert（2023）は好まし
い個人の変容をもたらす「オー体験（awe experience）」
を詳細に分析している。さらに、Pine and Gilmore

（2013）の商 品 経 済 から経 験 経 済、そして変 容
（transformation）という経験価値への進化モデルと
彼らの 4Eモデルは感動体験を分析する際の不可欠
の理論的フレームワークである。
　図1 のⅦの領域は、アート、ツーリズム、マネジ
メントの 3 つの領域が重なっている部分である。マ
ネジメントの観点から、Ⅶの領域の教育研究の目的
を結論的に言えば、アート（クリエイティブ）・ツー
リズムを適切にマネジメントすることによる「地域
創生」の実現であると考えられる。また、顧客のレ
ベルでは、好ましい個人の変容をもたらす「オー体
験（awe experience）」（Schubert, 2023）を提供するク
リエイティブ・ツーリズムのマネジメントを通じた

「地域創生」であるとも考えられる。次節ではⅦの領
域のケースとして、わらび座と瀬戸芸を取り上げる。

3.  事例研究―わらび座と
　  瀬戸内国際芸術祭を中心に
　本節においては、Ⅶ領域で存在価値を発揮して
いる 2 つの事例を紹介する。その後に、第 4 節では
この 2 つの事例から、どのような理論研究が可能と
なるのかを、マネジメントの視点から統合的に考察
する。
　わらび座は、単一の主体によるクリエイティブ・
ツーリズムによる地域創生のマネジメント（経営戦
略）活動を紹介するためのケースとして取り上げた。
瀬戸芸のケースは、3 年に一度の大規模な芸術文化
観光が地域全体の経済や文化にどのような影響を
与えるのか、つまり地理的に広範囲にわたる瀬戸芸
の地域創生のマクロとミクロのメカニズムを考察



芸術文化観光学研究　第3号　2024

062 特集―芸術文化観光学の構築に向けて　佐藤善信

するための事例として取り上げた。どちらの事例と
もに、理論的に分析対象となるような重要な「学術
的問い（リサーチ・クエスチョン：RQ）」となるよう
なエピソードや「事実」をピックアップした。

（1）わらび座のケース
　わらび座は劇団四季や宝塚歌劇団に次ぐ規模の
劇団であり、現在はオリジナルミュージカルの制作
に取り組んでいる（以下の説明は、ウィキペディア

「わらび座」に依拠）。わらび座の歴史は、原太郎に
より1948 年 8 月に東京で創立された海つばめ（第
一次）に始まる。劇団は1952年にはポプラ座と改名
し、1953 年からは拠点を北海道から秋田県に移し
た。その時に「黄に紅に花は咲かねどわらびは根っ
子を誇るもの」という言葉にちなんで、現在のわら
び座と名称を改め、仙北郡田沢湖町（現仙北市）に
定着した。1971 年には株式会社化し、以後は劇
団・劇場経営のほか、温泉、ホテル事業、地ビール

「田沢湖ビール」の製造販売など多角的な経営を行
ない、2016 年 4 月には「たざわこ芸術村」の名称を

「あきた芸術村」に変更した。わらび座は明らかに
劇団経営を母体に多角化した経営体として、「あき
た芸術村」を拠点とするクリエイティブ・ツーリズ
ムの目的地として自らを位置づけている。
　わらび座ではその拠点に修学旅行生を受け入れ、
地元農家で農業体験も長年にわたって行っている。
また、わらび座のメンバーらが、美郷町にある会社
のコミュニケーション向上のための講師を勤めて
いる。わらび座は 2021 年10 月22日に秋田地方裁
判所に民事再生法適用を申請し、同年11月2日付
で同手続開始決定を受けた。負債総額は約14 億
4600 万円。その後、同年 9 月10日に設立した「一
般社団法人わらび座」へ事業が移管された。
　芸術文化観光をマネジメント（経営戦略）の立場
から総合的に考察する場合に、わらび座のケースで
重要なエピソードを以下でいくつか紹介する。以下
は最初のエピソードである（侯 , 1999, pp. 5–6）。
 「秋田に来て 4 年がたった頃に、わらび座の運営

が軌道に乗り始め、足元が徐々に固まってきた。
今後の活動展開の方針を決める時に、座員の間

で意見が食い違った。（…）それまでにわらび座
が抱いてきた基本的な考えの他に、芸術活動に
専念する考えが浮上してきた。両者が真っ向から
対立したゆえに、分裂は起きた。」

　2 つめのエピソードは以下である（侯 , 1999, pp. 
12–13）。

 「（1980 年代半ば頃からの）中間層が大きく膨ら
む時代に入ると、興行メディアがあふれ、観客を
獲得するのに、作品の内容と表現方法が問われ
るようになる。特定の観客層を相手にする舞台に
とどまるか、一般化を求める舞台活動を広げるか
という選択に迫られたわらび座は、後者を選ん
だ。（…）観客層を一般化することによって、わら
び座の舞台に（…）変化が起きている。元宝塚の
演出家を含め、他分野の専門家とのコラボレーシ
ョンによってミュージカルの『男鹿の於仁丸』、

『春秋山伏記』、『龍姫』、また（…）舞踊劇『いのち
の祝祭』を作りあげた。」

　3 つ目のエピソードは以下である（宮本, 1993,  
p.3）。
 「わらび座が運営する『わらび座の郷』が温泉効

果で沸き立っている。（…）1992 年 7 月、温泉施
設をオープンしてから（…）人気はうなぎ登り。

（…）手軽に利用できる温泉は地元との連帯感を
強める効果も生んだ。（…）

 　『温泉ゆぽぽ』の（…）食事処『ばっきゃ』には昼
時ともなると、団体客や家族連れが集まってく
る。お目当ては座員が披露するミニライブ。テー
ブルのわきのちょっとした空間が舞台に早変わ
りする。（…）独唱を終えた女性座員に、ふろ上が
りの上気した顔でビールジョッキを傾けていた
男性などから『アンコール』の連呼がわき起こる。

（…）ミニライブは昼時と夕食時の 2 回。（…）事業
部副部長の石原淑恵さんは地元との一体感が芽
生えたことを喜ぶ。

 　“ゆぽぽ効果”は絶大で、郷を訪れる客数はオー
プン前が年間約 2 万人だったが、オープン後は
丸々 10 万人が上乗せされた。わらび劇場で年間
約130 回行われる舞台公演の入場者も増えてい
る。」
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　4 つめのエピソードは以下である。2008 年に、わ
らび座は生誕 80 年を迎えた手塚治虫の漫画を舞台
化した新作ミュージカル「火の鳥 鳳凰編」を 7 月5、
6 の両日、西宮市の兵庫県立芸術文化センター中
ホールで上演した。この点について、狩谷（2011, 
p.115）は次のように批判的に論評している。
 「民俗芸能を確実に伝承している劇団員たちが

日々ため込んでいるストレスを解消しているだ
けではないでしょうか。（…）他人のストレス発散
にお金を払う人がいる筈はありません。しかし、
そこに別の価値を付与すれば、観客はある程度
満足してしまうのです。…筆者には、この方向に
わらび座の未来があるようには思えません。（…）
所属団員のモチベーションを保つためにこのよ
うな公演が続くかもしれませんが、それだけを続
けていれば、わらび座はその存在価値を失ってし
まうような気がします。」

　
（2） 瀬戸内国際芸術祭のケース
　徳山（2013, p.127）は瀬戸芸開催のきっかけを次
のように説明している。
 「具体的なきっかけは平成16 年の香川県庁の若

手職員による政策研究会の中の『現代アート王国
かがわ』の提言である。（…）その翌年、直島福武
美術館財団が『瀬戸内アートネットワーク構想』
を提唱し、香川県に声をかけた。同じような構想
を持っていた同県はその呼びかけに応じ、瀬戸芸
実行委員会が作られ、そこから 2 年の準備期間を
へて、 瀬戸芸 2010（…）が行われることとなっ
た。」

　Qu, McCormick and Funk（2022, p.2380）は、瀬戸
芸の離島における経済効果を各種統計データや事
業者へのヒアリングから分析し、その内容を次のよ
うにまとめている。
 「調査対象者全員のうち、33.2% が自社のビジネ

スは観光客と地元住民の両方に対応していると
回答した。しかし、個々の島の中では、男木島 

（64.3%） 、豊島 （51.0%）、直島 （44.4%） がその
ようなビジネスの割合が最も高かった。一方、女
木島 （6.7%）、小豆島 （18.6%）、犬島 （28.6%） は、

地元客よりも観光客へのサービスに著しく偏っ
ていた。（…）島に長く住んでいる住民が（…）（新
規事業の）先駆者であり、自転車や自動車をレン
タルしたり、カフェをオープンしたり、家をゲス
トハウスに改造したりした。移民や Uターン移民
は、アメリカン・ダイナースタイルのハンバーガ
ー（…）など、より国際的なアイデアをもたらし、
観光施設の多様性を高めたが、（…）地元のビジ
ネスオーナーを追い出すことはなかった。直島と
豊島は、地元住民と新規参入者との間の相乗効
果の最良の例であった。（…）美術館のない島の
企業は芸術祭の期間以外は長期間休業する可能
性が高かった。」

　男木島は瀬戸芸をきっかけとして移住者が増加
した。男木島生活研究所（2022）は、移民の状況を
次のように報じている。
 「福井大和さんと妻の順子さんは、NPO法人男木

島生活研究所代表理事や、NPO法人男木島図書
館理事長として、共に島の活性化に取り組んでい
る。順子さんは、運営する男木島図書館を窓口と
した移住相談や移住支援のコーディネートも担
当。東京、大阪など日本の大都市圏や、アメリカ
やオーストラリアから移住する家族のバックグラ
ウンドは多様で、Web デザイナー、エンジニア、
パン屋、美容師など職種もさまざま。今や島の人
口の 4 割にあたる 50 人～ 60 人が UIターンや二
拠点居住先として男木島を選んだ人となり、その
過半数が子育て世代となった。」

　子供連れの家族の移住は、数年間閉鎖されてい
た島の学校の再開を促した。

4.  2 つの事例研究のために必要とされる
　  理論フレームワーク
　前節では、わらび座と瀬戸芸のケースをⅦの領域
を中心に紹介した。わらび座のケースでは個別企業
の地域創生効果、また瀬戸芸では、その経済効果の
ミクロ・マクロの地域創生効果を簡単に紹介した。
以下では、Ⅶの領域の研究を進展させるために必
要となるマネジメントの理論概念や理論フレーム
ワークを紹介する。
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（1）わらび座のケース分析のための
       理論フレームワーク
　まず、狩谷（2011, p.115）の「民俗芸能を確実に
伝承している劇団員たちが日々ため込んでいるス
トレスを解消しているだけではないでしょうか」と
の根拠のない批判から考える。その批判からは、即
座に以下の疑問が発生する。そもそも、全国ブラン
ドの作品をミュージカルにした舞台で、それを演じ
ることが、どのような意味で団員の「ストレス発散」
になるのか？ なぜ団員はストレス発散のために有
名作品のミュージカルを行なう必要があるのか？ 
さらに、なぜ劇団のリーダーあるいは社長は組織の
目的と団員の個人的な目的を統合できないのか？ 
狩谷（2011）はこれらの疑問（＝RQ）には何も答え
ていない。
　そのRQに答えるためには、以下のようなマネジ
メント領域の理論概念が必要になる。このケースで
は、リーダーシップについての理解が不可欠であ
る。組織のビジョンとメンバーのビジョンとの共有
が問題となる。この不一致が原因で劇団が分裂し
たからである。そのためには、ビジョン共有の課題
を丁寧に遂行するサーバント・リーダーシップ理
論や変革型リーダーシップ理論などの適用が重要
になる（Coetzer, Bussin and Geldenhuys, 2017; 佐 藤,  
2017）。また、劇団員のモチベーションについては、
外発的動機づけや内発的動機づけといった理論概
念、最近主流になっているエンゲージメント概念、
さらには「サービス・マーケティングの三角形」な
どの理論的フレームワークの適用が必要になる。
　以上はわらび座の組織（行動）に関する問題であ
ったが、わらび座の経営戦略については、わらび座
と劇団四季や宝塚歌劇団との競争関係の分析が重
要になる。そのためには、マーケット・ポジション
分析と資源ベース理論のフレームワークの理解が
必要になる。例えば、そのためには、Greyser and 
Urde （2019）が開発したコーポレート・ブランド・
アイデンティティ・マトリックスが有用な分析フレ
ームワークになると考えられる
　また、わらび座が倒産した直接の原因はコロナ禍
である。コロナの発生によって、わらび座の「あき

た芸術村」は閉鎖や入場制限になってしまった。か
つて、わらび座の経営は総合型エンターテインメン
ト・サービスとして地域経済に貢献するビジネス
モデルとして高く評価されていた。刈谷（2011, 
p.114）は、「（1995 年）わらび座は国土省の地域づく
り表彰において『国土庁長官賞』を受賞している

（…）。その前年に文部大臣から『地域文化功労者表
彰』も受けていますが、意味が全く異なります。国
土庁は、（…）エンターテインメント・サービス収入
を増やすなど地域の経済活動への貢献度（に与えた
ものです―筆者）」と主張している。
　同様に、わらび座の当時の劇団代表であった是
永幹夫氏も次のように述べている。
 「2000 年に発行された『地域に生きる劇場』（芸団

協出版部）のなかで、編著者の衛紀生氏は、『た
ざわこ芸術村を特殊な事例として見るかぎり、ホ
ール・劇場や芸術創造団体の関係者は、蟻地獄
のような、従来からの状況から逃れることは決し
てできないだろう。経営資源の多様化とその運営
組織化こそ、21 世紀の劇場施設のあり方である』
と喝破している。この状況は現在も大きくは改革
されていない（…）」（是永 , 2018, p.15）と。

　わらび座の多角化事業のケース分析では、自社
の事業領域のバランスをキャッシュフローの観点
から考察するPPM理論の適用が決定的に重要にな
る。また、狩谷（2011）の批判を実証するために、劇
団員がレストランで酔客を相手に歌唱を披露する
ことのエンゲージメント理論からの調査・分析も
重要であると考えられる。
　次に、瀬戸芸の地域創生への影響を分析する場
合に必要とされる理論概念や理論フレームワーク
を紹介する。

（2）瀬戸内国際芸術祭のケース分析のための
　　理論フレームワーク
　Qu et al. （2022, p.2382） は瀬戸芸の地域創生に関
する調査を行ない、次のように説明している。
 「芸術祭におけるコミュニティ・リソースフルネ

スを調査するため、（…）小規模企業の起業家精
神を促進する公式・非公式の社会構造を探した。
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（…）地元企業は、小規模ながらも豊富なインフォ
ーマル・ネットワークを構築していることが確認
された。例えば、レンタサイクルの業者が（地元
企業が経営する―筆者）レストランを含む旅程を
提案するなど、事業者同士が観光客に推薦し合
うことも頻繁にあった。（…）島の起業家たちは、
プロジェクトやリノベーションで互いに助け合っ
たり、道具や情報を共有したり、効果的なアイデ
アを模倣したりすることが多かった。このように
して、彼らは互いのリソースとなったのである。」

　このように、地域創生においてはコミュニティ・
リソースフルネスを分析することが必要不可欠に
なる。しかし、この理論概念は未だ十分には確立さ
れていない。以下では、この概念をさらに紹介して
ゆく。
　Qu et al. （2021, p.75） は「リソースフルネスはブ
リコラージュとも呼ばれ、手元にあるものでやりく
りするプロセスであり、（…）資源に制約のある地方
では、（…）地域資源を斬新な方法で再利用・再配
置するリソースフルネス（臨機応変さ）を用いてい
ることが観察されている」と説明している。また、
Ulug and Horlings （2019, p.147） は、リソースフルネ
スとソーシャル・イノベーション（SI）との関係につ
いて、SIは地域イノベーションを起動させる際の基
盤（＝リソースフルネス）でもあるので、非常に重
要な理論概念であると主張している。
　また、地域創生の文脈では、コミュニティ・ベー
スト・エンタープライゼス（CBE）という理論概念
も重要になる。Peredo and Chrisman（2006, p.310）
はCBEを次のように定義している。
 「CBEとは、コミュニティが起業家的に行動し、

既存の社会構造に埋め込まれた新しい企業を創
造・運営するプロセスの結果である。さらに、
CBEは、コミュニティの経済的・社会的目標を追
求するために、短期的・長期的に持続可能な個
人と集団の利益をもたらすように管理・運営さ
れる。」

　岡山県西粟倉村の地域創生がCBEのケースに当
てはまる。2006 年、西粟倉村の元森林組合職員の
人たちによって村内初のベンチャー企業「木の里工

房 木薫」が設立された。この小さな家具工房の起業
は、西粟倉村の「百年の森林構想」の突破口となっ
た。参考文献「西粟倉の人たち②」はその間の事情
を次のように伝えている。國里哲也氏は
 「西粟倉の出身で、起業する前は地元で森林組合

の職員をしていました。（…）転機は入社 4 年目の
時ですね。林業一筋の山主さんから『木材の値段
を上げるにはどうしたらいいか』と相談を受けて、
何も考えず『無理じゃないですか』と即答してし
まったんです。がっくりと肩を落とした山主さん
の姿をみて自分を恥じ、それから木の価値を上げ
るにはどうしたらいいか真剣に考えるようになり
ました。

 　（…）じつは当初起業するつもりは（ありません
でした。）家具制作は当初森林組合による林業の
啓蒙活動として（想定したものでした。）（…）企
画書を作って提出してみたら、面白そうだからや
ってみろと承認をいただけたんですね。（…）とこ
ろがそのタイミングで市町村合併の話が持ち上
がり、（…）西粟倉村の森林組合は合併する道を
選びました。それが 2006 年の 4 月です。（…）僕
の企画書も却下されてしまいました。でも僕自身
の気持ちはもう後戻りできないところまできてい
たので、（…）6 月に退職して、同じ森林組合出身
の仲間と一緒に独立し、7 月から木薫をスタート
させました。」

　この國里氏の話は、コミュニティ・リソースフル
ネスとCBEの典型的なケースとなっている。また、
西粟倉村ではベンチャー企業が次々と立ち上がり、

「スタートアップの聖地」として注目されている。そ
れらの活動のキーマンが、西粟倉村に本社を置く企
業の代表、牧大介氏である。氏は「ローカルベンチ
ャー」という言葉を生み出した人でもある。牧氏は
その間 の事 情 を以 下 のように説 明 する（井 本,  
2023）。

 「村役場が主催する起業家を育成する『ローカル
ベンチャースクール』が立ち上がったことも、村
に活気をもたらしました。参加者の中には、西粟
倉村に留まって起業した人もいます。（…）こうし
た仕組みは西粟倉村が先駆けだったと思います。



芸術文化観光学研究　第3号　2024

066 特集―芸術文化観光学の構築に向けて　佐藤善信

（…）15 社ほどが誕生し、その会社から独立して
新たな会社も生まれました。（…）人口は減ってい
ますが、働いて稼いで税金を納める人の数は多く
なった、という印象です。」

　瀬戸芸の CBE の実態調査を行なった Qu et al. 
（2022, p.2382）は次のように述べている。

 「この調査で観察された小規模事業のなかには、
小規模ではあるが、社会的な焦点と起業的な焦
点を（…）等しく結びつけているグループがあっ
た。このグループは、アートとの結びつきが強い
ことから、われわれは『アート・ビジネス』と呼ん
でいる。（…）（これらは）参加者同士の出会いと
いう形をとったアートであり、ソーシャル・エン
ゲージド・アート（…）の特徴を備えていた。」

　地域創生に関しては、ツーリズム・ソーシャル・ア
ントレプレナーシップ（tourism social entrepreneurship）
概念も重要である。Aquino, Lück, and Schänzel （2018）
は、コミュニティ・キャピタル・フレームワーク 

（CCF） を用いてこの課題を解明している。CCFは 7
種類のコミュニティ資本を分類している。自然資
本、文化資本、人的資本、社会資本、政治資本、金
融資本、建設資本がそうである。Emery and Flora

（2006, pp. 20–21）は、この中でもコミュニティの結
束を強化する「結合型社会資本」と組織やコミュニ
ティ間の懸け橋となる緩やかなつながりを意味す
る「架け橋型社会資本」が特に重要になると主張し
ている。彼らは以下のように説明している。
 「CCFを使ってコミュニティの能力構築のプロセ

スを研究した結果、社会資本のストックとフロー
の両方が増加することが、スパイラル・アップ・
プロセス（加速的好循環―筆者注）の開始要因
であることがわかった。（…）地元の知恵と外部の
専門知識を橋渡しする共同学習が、スパイラル・
アップ・プロセスを開始する上で重要な役割を
果たした。」

　最後に、Iターン起業家が地元に受容され、支援
されるようになるプロセスを分析した先行研究を
2本、紹介する。1 つは、地域コミュニティに受容さ
れる企業になるためのプロセスをケーススタディ
によって創造的に明らかにしたAquino （2022） の研

究である。もう1 つは、Hertela, Bindera, and Fauchart 
（2021） の研究である。この研究は、起業家が地元
の人々から支援を得ることに失敗したケース、金銭
的な支援のみを得たケース、それ以外に人的支援

（当該起業家のためのボランディア活動）や施設等
の無償提供などを得たケース間の地域コミュニテ
ィとの関係性の違いを解明している。これらの研究
が創造した理論的フレームワークは、西粟倉村や島根
県海士町、徳島県神山町の地域創生が Iターン者の
活躍にあったことを考えると決定的に重要である。
　

5.  芸術文化観光学の教育体系について

　前節で考察したように、アート×ツーリズム×マ
ネジメントの複合領域Ⅶで重要なことは、アート・
ツーリズム（クリエイティブ・ツーリズム）が地域
創生にどのように貢献するのかの研究である。それ
では、Ⅶ領域の教育はどうあるべきなのであろう
か。本節ではこの問題を明らかにする。芸術文化観
光専門職大学（CAT）のマネジメント系の科目構成
は以下のようになっている。
　経営全般の概論を学習する「マネジメント入門」
& 組織のお金の流れを学習する「アカウンティン
グ」（2科目とも1年生必修科目）⇒事業創造入門（2
年生必修科目）&アントレプレナーシップ論&エリ
アマネジメント論（2 年生選択科目）⇒地域イノベ
ーション論&地域イノベーション実習（3 年生以上
選択科目）⇒地域創生論&地域創生実習（3 年生以
上選択科目）である。つまり、1 年次でマネジメント
やアカウンティングを学び、2 年次では新規ビジネ
ス（起業、第 2 創業、関連型多角化など）の学習を
行い、その後に、地域イノベーションとそれをベー
スにした地域創生を座学と実学を通じて学習する
というコアな流れを想定している。
　図 2 は、CATでの教育理念、それを実現する 2 つ
のタイプの能力（コンピテンシー）、2 つの能力の具
体的イメージを「平板」的に示している。図 3 は、そ
れらの関係を「立体」的にストーリーとして説明で
きる「学習プロセス」として再構成したものである。
　図 3 を説明する。「①対話的コミュニケーション
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能力」は本学の教育の大きな特色になっている。学
長の平田（2019）は、対話を次のように位置づけて
いる。
 「『対話』は『dialogue』、『会話』は『conversation』。

英語ではこの二つの単語は大きく意味が異なる

のだが、日本語ではこの区別が曖昧だ。（…）私な
りの定義は以下の通りだ。

 　会話＝親しい人同士のおしゃべり。
 　対話＝異なる価値観や背景を持った人との価 

　　　　値観のすりあわせや情報の交換。ある 

図2　本学固有の人材イメージ
（出所：2023年11月22日の教授会配布資料）

図3　CAT 固有の人材育成イメージのコンセプトマップ
（出所：図2をベースにして筆者が作成）
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　　　　いは知っている人同士でも価値観が異 
　　　　なるときに起こるやりとり。

 　では、『対論』と『対話』はどう違うのか。（…）
対論は、ＡとＢが議論をして、Ａが勝ったとした
ら、Ｂは意見を変えなければならないがＡはその
まま。対話の場合は、ＡとＢが話し合って、Ｃと
いう新しい結論を出す。どちらも変わることを前
提にしてコミュニケーションをとるのが『対話』。
価値観を一つにする方向のコミュニケーション
から、価値観は異なったままで、文化的な背景の
違う者同士が、どのように合意形成を行っていく
かが、ここでは問われている。」

　さまざまな演劇ワークショップの授業を受講す
ることによって①の能力は向上する。また、そのこ
とを通じて「②多様なステークホルダーとの対話を
通じた合意形成」をファシリテートする能力も向上
する。その理由を、渡邊・楠見（2020, p.3）は次の
ように説明する。
 「演技を行うことは、テキストから登場人物の感

情や信念・意図・動機を適切に推測するだけで
なく、その推論内容が自らの演技表現に適切に対
応づいているかどうかを、自己中心的な視点では
なく、自分とは見え方が異なる他者の視点から想
像し、意識するように試みることを演技者に求め
ると考える。演技を行うことには、このような高
次な社会的認知過程の関与が要求されると想定
される。したがって、戯曲読解だけでなく演技ま
で行うことは、他者理解能力に対して、より促進
的に作用すると考える。」

　実際に、佐藤・辻村・中村・田上・尾西（2023）
は、ホスピタリティ系の実習にインプロWSがどの
ような効果を発揮するのかを実証分析した。この調
査のために田上が設計・実施したインプロWSはも
ちろんのこと、CATの演劇系実習科目の履修が、対
人関係のマネジメントにプラスの効果をもたらす
ことが明らかとなったのである。「③芸術文化と観
光が地域活性化に果たす役割についての問題意識」
は、芸術文化と観光の地域コミュニティの活性化を
ベースにした最新の動向で説明したように科目と
しての整備はなされている。

　「④価値創造能力」と「⑤事業の継続性と新たな
価値創造」はマネジメント系科目、特にマーケティ
ングのサービス・ドミナント・ロジック系の研究が
価値創造・価値共創をメインテーマとした理論展
開を行なっている。さらに、理論フレームワークと
しては、「ビジネスモデル・キャンバス」、「バリュ
ー・プロポジション・キャンバス」やバランスト・
スコア・カードの戦略マップのフレームワークの適
用が有効である。⑤の後段の「新たな価値創造」は
ソーシャル・イノベーションを意味している。ここ
でソーシャル・イノベーションとは、自社利益のみ
ではなく、地域社会全体の便益の向上を優先させ
るビジネスモデルを革新的に変更させることを意
味する言葉である。つまり、基本の社会関係の変更
という意味でのソーシャル・イノベーションなので
ある。
　また、マネジメント研究においても近年、コミュ
ニケーションに焦点を合わせた斬新な研究が登場
してきている。1 つは、モチベーティング・ランゲ
ージ理論である（May�eld and May�eld, 2018）。また、
その理論を高校の校長によるマネジメントに応用
したHolmes and Parker （2018）の研究は注目に値す
る。さらに、高等教育機関での課題解決のためのコ
ミュニケーションを研究した Adams, Adigun, and 
Olsen（2023）とAdams and Adigun（2024）などによ
る一連の変革型リーダーシップ会話理論にも注目
すべきである。
　このような①から⑤にいたるサイクルを、座学

（1Q）⇒実習（2Q）⇒座学（3Q）⇒実習（4Q）という
形で 4 年間継続学習することによって、「基本理
念：芸術文化及び観光の双方の視点から地域の活
力を創出する専門職業人を育成する」ことが可能に
なると考えられる。
　また、CAT では「地域リサーチ & イノベーショ
ン・センター（RIC）」が重要な位置を占めている。
RICはまさに理論と現場とを架橋する実践的研究セ
ンターとなっている。その研究課題のほとんどは本
学の設立に賛同した但馬地区の市町村からの委託
研究であるが、委託研究担当責任教員の下で本学
の学生もSA（Student Assistant）として参加できるよ
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うに制度化されている。また、学生が SAとしてか
かわったプロジェクトの証明書も発行できるように
なっている。多くの学生が RICのSAとして実践的
な研究に取り組んでいる。
　

6.  結論と今後の研究課題

　CATの人材育成の内容を、図 3 をベースにして改
めて具体的に説明すれば次のようになる。「①対話
的コミュニケーション能力」をベースにして、「③芸
術文化と観光が地域活性化に果たす役割について
の問題意識」をベースにして、当該地域コミュニテ
ィの将来構想とそれを実現させるビジネスモデル
を構築（④価値創造能力）し、そのビジョンとビジ
ネスモデルについて地域コミュニティで活動する

「②多様なステークホルダーとの対話を通じた合意
形成」を促進させ、実際にビジネスを駆動させ、「⑤
事業の継続性と新たな価値創造（＝ソーシャル・イ
ノベーション）」することのできる人材を育成する
ことになる。
　また本稿では、アート×マネジメント（Ⅳ）もツー
リズム×マネジメント（Ⅴ）もともに、地域コミュニ
ティの活性化を目標とすることを提案した。その意
味で、本学の芸術文化観光学の目指す着地点であ
る「地域のソーシャル・イノベーション」を通じた

「地域創生」を担う人材育成は、まさに時代が必要
としているものである。そして、その課題を解決で
きる人材を育成することを教育の基本理念として
いるCATの存在根拠も明白である。
　しかし、本稿にはいくつかの問題点がある。例え
ば、本稿では、座学と実習のスパイラル・アップ体
系をどのように実現するのかについては考察でき
なかった。このためには、座学担当教員と実習担当
教員との密接な連携が必要になる。しかし、新設大
学ゆえに、その連携が十分にとれていない。さらに、
RICの委託研究についての課題も存在する。現在の
ところ、委託研究テーマについて、今後は教育研究
機関としてのRICならではの理論的、実践的課題の
採択が重要になる。また、RIC主導の研究テーマを
公表し、それへの参加団体を募ることも検討される

べきである。
　恐らく、CATの人材育成での最大の課題は、CAT
生にマネジメントやアカウンティング、そして事業
創造といった科目を学習する動機づけを、どのよう
にして行うのかである。CAT生は 2 年生から芸術文
化専攻と観光専攻に分かれる。彼らは入学当初か
ら芸術文化や観光を実践的に学習する「強烈な覚
悟」を持って入学してきている。経営の実態を知ら
ない彼らに、この 3 科目の学習の必要性と理論概念
の実態的なイメージを沸かせ、学習動機を高めるこ
とは非常に困難な教育課題である。最も良い方法
は授業の最初に CAT での人材育成の基本理念を、
図 3 のコンセプトマップを通じて丁寧に分かりやす
く伝えることであると考えられる。以上の点につい
ては、アクション・リサーチの各項目を、効果的、
効率的に継続して回転させ続けることが必要となる。
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